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１．概要（Summary） 
 MEMS 技術の発展にともなって、熱工学の分野におい

てもマイクロ・ナノスケールの伝熱促進技術が求められて

いる。そこで、本研究では濡れ性こう配により微小液滴輸

送を可能にし、伝熱促進を実現する機能性伝熱面の製

作を行った。 
 
２．実験（Experimental） 
＝使用した主な装置＝ 
プラズマ CVD、リアクティブイオンエッチャー、超純水製

造装置、スピンコーター、マスクアライナー、膜厚測定器 
＝実験方法＝ 
 機能性伝熱面は、疎水面と親水面を有する複合伝熱面

であり、疎水・親水面を形成することが必要である。ここで

は、シリコンウエハ及びステンレス板を対象に濡れ性こう

配の製作を行った。なお、シリコンウエハは表面温度計測

用の薄膜熱電対を形成している。 
 薄膜熱電対を形成したシリコンウエハに関しては既に酸

化膜を成膜しており、下記プロセスの 2 以降、ステンレス

板については酸化膜成膜のために 1 から実施した。 
1. 酸化膜の成膜 
 親水面を実現するために、プラズマ CVD により酸化膜

の成膜を行った。厚さは 300nm であり、接触角は約 30°

となった。 
2. 疎水面の成膜 
 疎水面を実現するために、CYTOP（旭硝子）をシリコン

ウエハ上にスピンコーターで塗布した。その後、ベイキン

グを行い、疎水面を形成した。10μl の液滴を滴下したとこ

ろ、接触角は 110°であり、疎水性を示していることを確

認した。 
3. 濡れ性こう配 
 CYTOP 上にレジスト（AZP4903）を塗布し、マスクパタ

ーンを転写した。パターン形状は、凝縮実験のためにシリ

コンウエハ及びステンレス板に○○を、ステンレス板には

別途アスペクト比を変更した複数のパターン形状を製作し

た。その後、RIE（Reactive Ion Etching）によってドライ

エッチングを行うことで、複合伝熱面を製作した。なお、マ

スクの製作には描画装置を用いたが、昨年度以前に製作

したものを用いている。Fig.1 に製作した機能性伝熱面の

写真を示す。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 Fig.1 に示す機能性伝熱面は液滴輸送効果を有するこ

とを確認した。すなわち、ステンレス板においても濡れ性こ

う配を形成することが可能であり、より広い用途での利用

が実現できる可能性がある。Fig.2 は濡れ性こう配中央付

近の顕微鏡写真である。 
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